
政
府
与
党
は
今
国
会
で
、

景
気
回
復
の
実
感
を
全
国
津
々

浦
々
に
届
け
る
こ
と
を
最
優

先
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

四
月
か
ら
の
消
費
増
税
後

の
景
気
を
下
支
え
す
る
た
め
、

経
済
対
策
や
成
長
戦
略
を
盛

り
込
ん
だ
二
十
五
年
度
補
正

予
算
（
五
兆
四
六
五
四
億
円
）

と
二
十
六
年
度
本
予
算
（
九

十
五
兆
円
）
の

早
期
執
行
を
目

指
し
、
私
も
予

算
委
員
会
の
委

員
と
し
て
連
日

の
審
議
に
臨
ん

で
い
ま
す
。

法
務
委
員
会

で
は
今
国
会
に

会
社
法
改
正
案

な
ど
八
本
の
法
案
が
提
出
さ

れ
ま
す
。
私
は
理
事
と
し
て
、

法
案
審
議
に
関
し
、
委
員
会

の
開
会
、
各
党
の
質
問
者
や

質
問
時
間
の
調
整
な
ど
舞
台

回
し
の
大
役
を
担
い
ま
す
。

法
案
の
速
や
か
な
成
立
に
は

野
党
と
の
調
整
が
重
要
で
、

会
派
間
折
衝
に
汗
を
流
し
て

い
き
ま
す
。
地
味
な
仕
事
で

あ
り
な
が
ら
、
委
員
会
運
営

に
つ
い
て
大
き
な
責
任
が
伴

う
た
め
、
さ
ら
に
身
を
引
き

締
め
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

七
月
の
参
議
院
選
の
時
に
多

く
の
皆
様
に
見
て
い
た
だ
い

た
動
画
に
加
え
、
参
議
院
の

委
員
会
質
問
の
動
画
も
見
て

頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

写
真
も
更
新
し
ま
し
た
。

折
々
に
考
え
て
い
る
こ
と

を
ま
と
め
た
政
策
ブ
ロ
グ
、

毎
日
の
生
活
や
活
動
の
様
子

を
お
知
ら
せ
す
る
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
も
山
下
雄
平

本
人
が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
Ｈ
Ｐ
を
開
い
て
、

私
が
何
を
考
え
、
何
を
し
て

い
る
の
か
見
て
い
た
だ
き
、

率
直
な
感
想
、
ご
意
見
を
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
「ww

w.
yu
he
y.

j
p

」
で
す
。
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
と
い
っ
た

検
索
サ
イ
ト
で
「
山
下
雄
平
」

で
探
し
て
い
た
だ
い
て
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

私
は
幹
事
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
と
い
っ
て
も
石
破
茂

氏
の
自
民
党
幹
事
長
で
は
な

く
、
日
・
デ
ン
マ
ー
ク
友
好

議
員
連
盟
（
河
野
太
郎
会
長
）

の
幹
事
長
で
す
。

デ
ン
マ
ー
ク
と
言
え
ば
、

『
人
魚
姫
』
な
ど
ア
ン
デ
ル

セ
ン
童
話
を
思
い
浮
か
べ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
欧

州
最
古
と
い
わ
れ
る
デ
ン
マ
ー

ク
王
室
と
日
本
の
ご
皇
室
は

親
密
な
関
係
を
維
持
し
、
両

国
は
長
く
友
好
関
係
が
続
い

て
い
ま
す
。

本
年
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
年
。
三
月
四
日
に
は
ヘ
レ
・

ト
ー
ニ
ン
グ
＝
シ
ュ
ミ
ッ
ト

首
相
が
来
日
し
、
安
倍
晋
三

内
閣
総
理
大
臣
と
首
脳
会
談
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
の
芸
術
に
関
す
る

展
示
会
が
開
催
さ
れ
、
十
二

月
に
は
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
皇
太

子
同
妃
両
殿
下
が
来
日
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
も
こ
れ
ら
の
訪
日
を
幹
事

長
と
し
て
出
迎
え
ま
す
。
さ

ら
に
議
員
連
盟
で
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
を
訪
問
す
る
方
向
で

調
整
中
で
す
。

面
積
四
・
三
万
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
（
九
州
と
ほ
ぼ
同

じ
）
。
海
に
面
し
、
島
々
を

抱
え
る
素
敵
な
王
国
と
我
が

国
の
友
好
関
係
の
深
化
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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山
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一
月
二
十
四
日
に
通
常
国
会
が
召
集
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
は
六
月
二

十
二
日
ま
で
の
百
五
十
日
間
。
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
は
施
政
方
針
演
説

で
今
国
会
を
「
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
の
国
会
」
と
位
置
付

け
ま
し
た
。
私
は
今
国
会
か
ら
、
法
務
委
員
会
の
理
事
に
な
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
初
当
選
か
ら
半
年
で
の
常
任
委
員
会
の
理
事
就
任
は

『
異
例
』
で
す
。

期
待
受
け
異
例
の
抜
擢

「
山
下
幹
事
長
」
に
？

大
学
四
年
生
の
時
。
「
う
ち

の
大
学
、
箱
根
駅
伝
に
全
然
出

ら
れ
な
い
ね
。
応
援
に
行
け
な

い
の
な
ら
自
分
達
で
箱
根
駅
伝

や
ろ
う
」
。
友
人
の
一
言
が
き
っ

か
け
で
、
毎
年
冬
に
十
人
で
箱

根
駅
伝
十
区
間
と
同
じ
コ
ー
ス

を
走
る
「
勝
手
に
箱
根
駅
伝
」

を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

二
〇
〇
七
年
を
最
後
に
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

昨
年
末
「
ま
た
箱
根
走
ろ
う
！
」
と
の
声

が
上
が
り
、
今
年
一
月
二
十
五
日
『
箱
根
駅

伝
』
が
実
現
。
日
程
を
考
え
往
路
五
区
間
を

二
チ
ー
ム
（
計
十
人
）
で
走
り
ま
し
た
。

東
京
・
大
手
町
を
午
前
一
時
半
に
ス
タ
ー
ト
。

二
区(

二
十
三
㌔)

を
担
当
し
た
私
は
夜
明
け

前
に
タ
ス
キ
を
も
ら
い
、
戸
塚
中
継
所
に
着

い
た
時
に
は
朝
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
最
終

五
区
で
は
知
り
合
い
の
箱
根
町
の
方
々
が
ゴ
ー

ル
の
芦
ノ
湖
に
駆
け
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

陸
上
部
出
身
で
は
な
く
速
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
昨
年
は
基
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
佐
賀
空

港
マ
ラ
ソ
ン
に
出
走
。
今
年
は
鹿
島
祐
徳
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
に
出
走
し
ま
し
た
。

Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

箱根を疾走

通常国会


